
四国環境パートナーシップオフィス（四国ＥＰＯ）

常川 真由美

四国における
中間支援の現場より
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環境教育等促進法第１９条に基づく、環境保全活動、環境保全意欲の
増進及び環境教育並びに協働取組等の取組を効果的に推進するため
の拠点として、平成１６年度より全国８か所で、地方環境パートナーシップ
オフィスを整備・運営。

四国環境パートナーシップオフィス（四国ＥＰＯ）は、
平成１９年１月、香川県高松市に開所。

住 所：香川県高松市寿町2丁目1-1 高松第一生命ビル新館3Ｆ
電 話：087-816-2232

メール：4epo@4epo.jp

運営受託団体：特定非営利活動法人えひめグローバルネットワーク
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四国ＥＰＯの紹介
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１．ＥＰＯ北海道：札幌市中央区大通西5丁目11 大五ビル7F

電話：011-596-0921 運営受託団体：（公財）北海道環境財団

２．ＥＰＯ東北：宮城県仙台市青葉区本町3-2-23 仙台第2合同庁舎1F
電話：022-290-7179 運営受託団体：（公財）みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（ＭＥＬＯＮ）

３．関東ＥＰＯ：東京都渋谷区神宮前5-53-67 コスモス青山B1F

電話：03-3406-5180 運営受託団体：（一社）環境パートナーシップ会議（ＥＰＣ）

４．ＥＰＯ中部：名古屋市中区錦2-4-3 錦パークビル4F

電話：052-218-8605 運営受託団体：（特非）ボランタリーネイバーズ

５．きんき環境館：大阪市中央区大手前1-7-31 ＯＭＭビル5F

電話：06-6940-2001 運営受託団体：（一社）コミュニケーションデザイン機構

６．ＥＰＯちゅうごく：広島市中区基町11-10 合人社広島紙屋町ビル5F

電話：082-511-0720 運営受託団体：（特非）ちゅうごく環境ネット

７．ＥＰＯ九州：熊本市中央区花畑町4-18 熊本市国際交流会館2F

電話：096-312-1884 運営受託団体： （特非）宮崎文化本舗

８．地球環境パートナーシップオフィス（ＧＥＯＣ）：
東京都渋谷区神宮前5-53-70 国連大学1F

電話：03-3407-8107

運営受託団体： （一社）環境パートナーシップ会議（ＥＰＣ）

3

全国各地のＥＰＯ紹介



四国ＥＰＯでの１週間

４. 会議やミーティングに出席

１． 活動団体や個人事業者さんからの相談対応

本テーマ関連で、協働取組加速化支援事業者支援

①自伐林家支援：NPO法人土佐の森救援隊

②うどん残さで発電：うどんまるごと循環コンソーシアム
③流域連携によるＥＳＤ：NPO法人環境の杜こうち
④生物多様性でつながる：NPO森からつづく道

２. 沢山の情報からイベントや活動状況を収集

３. 現場（学校の授業からシンポジウム、観察会等）
に赴き、取材やヒアリング
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ＮＧＯ・
ＮＰＯ

市 民 教育機関

企 業

地方
行政

問題・課題 解決！

共通課題を解決するために場をつくり、サポートします。

食

循環型
社会

環境
教育

自然生活

5 年前の資料
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5年前と今のパートナーシップ構築に向けた
ＥＰＯの行動・発想の違いとは？

・場づくり支援→伴走支援
・目的やビジョンの共有・共感による支援
・正論→コベネフィット的発想
・ボーダー→ボーダーレス

（分野・セクター、県や国境越え）

しかし、帰着点は、

「環境教育等促進法」
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日本10年先を走る四国の課題への対峙と
今後に向けて
【四国ＥＰＯの今後3年間のテーマ】
・共通言語としての、ＥＳＤからＳＤＧｓ、ＧＡＰへ

・少子高齢化と人口減少、低人口密度や集積、地理的不利
を超えてどうつながるか？

・情報共有のありかた
（可視化、教材化、図式化、多様化をミックス）

・人財育成のあり方
（中間支援連携、コーディネーター職能化、ユース支援等）

・持続可能な地域活性化の仕組みとして機能させる



ＧＥＯＣとＥＰＯネットワークへの期待

・私たちを本気にさせてくれた、
ＧＥＯＣ・ＥＰＯネットワーク

・臨場感と活きた役立つ情報を地域へ

・国境やセクターを超えた環境協働を

めざす人や団体のリンケージ拠点に！
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ホームページ
リニューアル！
http://4epo@4epo.jp

ご清聴
ありがとうございました。


